孝太郎第９号

再開にあたって
　８月も中旬となりました。暑い日が続いていますが、みなさんいかがお過ごしでしょうか。

　さて、この度、昨年１１月以来中断しておりました、文学誌孝太郎を再開することとなりました。

　もともと、せいぜい２５部程度を印刷し、配付してきたこの孝太郎ですが、これからは、ウェブ上で展開することで、自分の仲間内という枠を超え、インターネットを介してなら誰にでも読んでもらえるようになりました。これを機に読者数が増えることを期待しております。これを読んでおられる方、ご友人等にこのサイトをひろめていただけるとうれしく思います。そしてたくさんの投稿をお待ちしております。

　ところで、第８号までは前述の通り、孝太郎は「紙」として存在しておりました。この紙は、我々編集員から読者へ手渡しで届けられ、また直接感想を話したり、意見を交換したりして、単に一方的に表現するだけの場でなく、小さいながら、「伝える」「つながる」場であることができたように思います。このような取り組みは、もちろん読者のみなさんあってのものでした。あまり多くはないページ数で、たった８回の発行だった、とも言えるかもしれませんが、自分たちの手でこれだけのことができたのかと振り返ると、感慨深く思います。当時読者、あるいは寄稿者として支えて下さったみなさんには、あらためて感謝します。

　さて、今後はこのように、ほぼ、パソコンの画面を通してのみのコミュニケーションとなります。「紙」とは違って読みにくくなるかもしれませんが、その点はどうかご容赦ください。できれば、各自印刷してご覧ください。また、先に書きました「伝える」「つながる」という感覚を得ることが、このような形では難しくなるのではないか、と懸念しています。この点に加え、不特定多数の人間の目にふれる状況にあるということも自覚しつつ、常によりよいものを目指していきたいと考えております。

　多少「つながり」を強調した風に見えるかもしれませんが、表現するのはあなたです。そして軽々しく表現などと言っていますが、文章を書くのは、やってみるとなかなか難しいものです。（特に小説など書くには、まず自分のことをよくよく知らねばならないものだと思います）。最終的に投稿、掲載される文章の出来の良し悪しは当然問われません。しかし、おそらく、自分の頭で考え、自分の心で感じて文章を書くということ、そうやって書かれた文を誰かが読んで、何かを感じたり考えたりすることの意味は、たとえそれが一学生の書いた文章であっても、たとえそれがウェブ上で公開されるものであったとしても、なくなることはないと思うのです。孝太郎は、あなたと向き合おうとする相手であり、かつあなた自身でもあります。日々、成長していきたいと思います。成長していかねばなりません。

　夜中に書いているせいか、気取った文章になってしまいました。一応言っておきますが、読んで笑えるような作品も、孝太郎は大歓迎いたします(笑)。やっぱり笑いは大事ですからね。
　　　　　　二〇〇七年八月十一日　編集長




孝太郎短歌賞　第一回


選者　田村峻一　


優秀作


「該当作なし」


　秀作


唇の赤より赤きもみぢ葉を食（は）みてこぼるる吾が涙かな　　　　　　　　　　　丸子理曼さん





きみの眉首を傾げた角度からはかる君と悪魔との距離　　　　　　　　　　　　　　難波優里さん





　


《評》


　第一首、「恋歌」として送られてきたもの。「はむ」という古語の持つ独特の語感や、二つの「赤」の微妙な色彩がひとつの美しい情景を完成していて見事。「こぼるる」を「あふるる」のように主観的な語にすると益々感傷的に世界がまとまって良いかもしれません。


　第二首、微妙な緊張感が堪らない。「眉を読む」という慣用句もあるように、眉は表情の象徴。一見冷たいようでいて、人間同士の生身のコミュニケーションの面白さを思い出させてくれるまさに秀作。
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この第９号では、「再開にあたって」以外に文章はありません。次号から内容を充実させたいと思います。また、バックナンバーを見られるようにしてありますので、今回はじめて孝太郎を目にされた方は、そちらを見ていただくと、これまでの様子がわかるのではないかと思います。どうぞよろしくお願いします。











